
子どもの

試合に負けたからと、

罰で走らされる

ミスしたプレーヤーに、

コーチが大きな声で怒鳴る

仲間やコーチから

仲間ハズレにされた

子ど
もがスポ

ーツを安心して楽しめるように
大人を

はじめいろいろな人が見守る

知っておきたい

子どもたちの安心・安全や子どもの権利をおびやかす
よくないことが起きないようにすること

万が一起きてしまったときには、子どもたちを守るルールのこと

ブラインドサッカー®、ロービジョンフットサルの競技の練習や大会での活動のとき、
関連するイベント、例えばスポ育や体験会などに参加しているときに

セ ー フガー デ ィ ング って？

楽しく活動したいのだけれどこういうときってある？

これらはぜんぶ、よくないこと！ほかにもこういうときってある？ うらめんへ

セーフガーディング
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手引きや指導の際などに、

確認もなく、

身体にベタベタとさわられた

怪我をしているのが

わかっているのに、

コーチがプレーさせる

コーチから、

活動外の時間などに、

二人きりで会おうと言われる

指導者が、オンラインのツール

を使って、保護者ではなく

自分に、直接連絡してくる

障がいを理由に、

一方的に活動参加を断られた

自分や保護者に同意なく、

写真や動画が撮影されて、

SNSに載せられていた

ピッチに危ないものがあって、

怪我をした

自分でもできることまで、

大人がむやみに手伝う

「いやだな」「怖いな」と気づいたら、保護者でもコーチでも、言いやすい人に伝えてください

また、日本ブラインドサッカー協会の相談窓口に、相談してください

相談してくれたら、私たち大人が真剣に受け止め、全力でみなさんを守ります

ひとりで抱え込まず、

まずは相談してね！

もしみなさんが、活動をしていてイラストのような
「安心・安全ではないな」と感じることがあったら

このチラシと、セーフガーディングという言葉を思い出してください

この内容を動画でも

紹介しています！

jbfa002@b-soccer.jp

03-6908-8907 03-6908-8908電話 FAX

NPO法人日本ブラインドサッカー協会相談窓口


